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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問 問１ 「１６」

正解率 ４９．０％
SS75～ ９７．８％
SS70～75 ９５．３％
SS65～70 ８９．２％
SS60～65 ８２．０％
SS55～60 ７０．３％
SS50～55   ５５．１%

第３問 問１ 「16」政治・経済

複数の視点で考える力を問う問題で、各学力層で差がついた

202２年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「政治・経済」
受験者数： ３７，１３５人
平均点： 4６.２点
標準偏差： 1４.９

【出典】 問題・集計結果データともに、202２年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問の問１は、2019年の参議院議員通常選挙の「一票の格差」における裁判で合
憲と判断した意見にあたるものを考える問題で、SS50～60の学力層で、特に差がみ
られました。

まず、参議院議員通常選挙における「一票の格差」によって選挙にどのような影響が
あるのかを知っておく必要があります。また、それを是正するためにどういったことがこ
れまで行われてきたのかをおさえておくことも大切です。そのうえで、「合憲」の立場に
立った場合の理由としてふさわしいものがどれかを考える力が求められました。正確な
知識が求められるとともに、「一票の格差」にかかわる背景や裁判所の判断を整理し
て理解しておくことが、各学力層の差に出たのだと考えられます。

各事象について断片的な知識で理解していても、そこにある背景や原因、役割など、
複数の視点で事象をとらえきれていない時期だと思われます。読解力に加え、これか
らの２か月で実戦的な問題演習を重ねるとともに、既習事項を改めて整理しなおし、
流れに沿って事象相互のつながりを押さえることや、他と比較しながら考えるという学
習をすすめることが大切です。

本問のように、共通テストでは、さまざまな事象や資料などを複数の視点で考える出
題が予測されます。限られた時間のなかで情報を整理し、問題に解答する練習を重ね
るようにしましょう。

結 果 分 析

指導の ご提案

第３問 問１政治・経済

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

複数の視点で考える力を問う問題で、各学力層で差がついた

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028pe2.pdf

